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ツバメの巣づくりの季節となりました。わが家でも軒下の狭い隙間に小さな巣を作り
5，6 匹のヒナがすし詰め状態となっています。親鳥たちはひっきりなしに餌を運び

続けます。巣に近づいてくるとヒナたちはみんな一斉に大きな口を開けピーピーとにぎや
かです。親鳥は一番大きく開けたヒナの口に餌を与えると聞いたことがあります。
　さて今月号の特集のテーマは，在宅にいる子どもの摂食嚥下障害に関することです。嚥
下の「嚥」はツバメという字が使われています。英語では飲み込みのことを「swallow」と
言います。語源はどちらもはっきりしないのですが，親鳥が捕まえた餌をヒナが思いっき
り飲み込む時の様子と関係づけられたようです。ヒナが成長し，やがて巣から飛び立つ時，
親鳥たちはその周りを飛んで見守ります。子育てが協同作業であると強く感じます。昔と
違い現代の日本の食卓では，核家族化やライフスタイルの多様化が進み，家族一緒に食卓
を囲むことがめっきり少なくなりました。たとえ家族がそろっていても，おのおのが携帯
やテレビを見ながらの食事で会話は少なく，便利なファーストフードやインスタント食品
をかきこむように食べることも多くなりました。最近では特に子どもが独りで食べる「孤
食」の心身への影響が問題となっており，独りで食事をしていると摂食障害になるリスク
が高いという調査結果もあるようです。6月 5日の静岡新聞に孤食の改善と世代間交流の
目的で子どもたちに無料や低価格で食事を提供する「こども食堂」が全国的に増えており，
県内でも相次いで誕生しているという内容の記事がありました。また，先日のテレビでは
食育研究家で医学博士の服部幸應氏が心身をむしばむ6つの「こ食」を取り上げていまし
た。①　一人だけで食べる「孤食」，②　家族それぞれが自分の好きなものだけを食べる「個
食」，③　自分の好きな決まった物だけ食べる「固食」，④　食欲がなく少しの量しか食べない
「小（少）食」，⑤　パンや麺類など粉を使った主食を好む「粉食」，⑥　味付けが濃い物を好
む「濃食」。これらを改善し，防ぐポイントは家族のコミュニケーションと述べられていま
した。子どもの心身の成長のため食事は楽しく，おいしく，安全であることが必要です。
食育にはツバメの親子のように家族みんなで一生懸命取り組み，そして成長を見守ること
の大切さを痛感しています。
 編集委員　山下裕子
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